
第２回福島町健康づくり推進計画策定会議 
 

日 時：平成１９年７月３０日（月）午後７時から 
場 所：役場２階庁議室             

 
 
１．開 会 
 
２．会長あいさつ 
 
３．議 事 
（１）健康づくり推進計画策定に関する基礎データについて 
 
（２）健康実態調査アンケートについて 
 
（３）策定スケジュールの変更について 
 
（４）研修会について 
 
（５）その他 
 
 
４．閉 会 
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（１）健康づくり推進計画策定に関する基礎データについて 

 

下記項目の基礎資料をベースに現状を把握し、課題問題点の検討を行う。 

（別添の資料１を参照） 

 

１）年齢３区分人口の推移 

 

 

 

２）人口動態の推移 

 

 

 

３）年齢別死亡数 

 

 

 

４）主要な死因 

 

 

 

５）老人医療費 

 

 

 

６）要介護者数の推移 

 

 

 

７）健康診査・がん検診の状況 



（２）健康実態調査アンケートについて 

 
①中高生調査（１２歳～１８歳） 

対 象 者：全生徒を対象とする。（福島中学校１０９名、吉岡中学校２

７名、福島商業高等学校８９名、合計２２５名） 
実施方法：各学校に配布及び回収を依頼する。なお、回収はプライバシ

ー保護の観点から返信用封筒による。 
実施時期：８月下旬 
内 容：別紙の調査票による。 

 
 
②一般町民調査（１８歳～７４歳） 

対 象 者：１８歳から７４歳までの２，０２９人を対象とする。 
抽出方法：下記の方法により各年齢別に抽出する。 
実施方法：郵送による。 
実施時期：８月２０日発送、８月３１日締め切り 
内 容：別紙の調査票による。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男 女 計 男 女
１９～１９ 32 22 54 16 11 27 50.0%
２０～２４ 89 83 172 45 42 87 50.5%
２５～２９ 128 75 203 64 38 102 50.2%
３０～３４ 140 124 264 70 62 132 50.0%
３５～３９ 144 125 269 72 63 135 50.1%
４０～４４ 126 142 268 63 71 134 50.0%
４５～４９ 154 157 311 77 79 156 50.1%
５０～５４ 257 252 509 129 126 255 50.0%
５５～５９ 283 274 557 142 137 279 50.0%
６０～６４ 206 267 473 103 134 237 50.1%
６５～６９ 223 261 484 112 131 243 50.2%
７０～７４ 223 260 483 112 130 242 50.1%

計 2,005 2,042 4,047 1,005 1,024 2,029 50.1%

割合計
抽出者対象者

区分



（３）策定スケジュールの変更について 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

①

②

③

④ ◎報告

⑤

⑥ ◎報告

⑦ ◎報告

⑧ ◎報告

⑨ ◎報告

・現状把
握、基礎
データ
・町民ｱﾝｹｰﾄ
案　等

　

・町民ｱﾝｹｰﾄ
の分析
・健康づく
り目標

・健康づく
り推進計画
（素案）

・健康づく
り推進計画
（最終案）

○ ○ ○ ○

○ 　 ○ ○ ○

計画最終案の調整・補
修正

計画の
策定

（計画策定委員会）

（専門部会）

検討内容（案）

基礎調
査・分
析

ライフステージ別・領
域別の目標と行動指針
の設定

保健事業（母子保健を
含む）の実施状況分析

計画の理念と重点施策
目標の設定

平成19年度

関連団体・関係課の取
組状況把握

町民アンケート調査の
実施・分析、結果報告
書とりまとめ

健康課題の抽出

保健統計データ等の収
集・分析

国・道の生活習慣病対
策の動向の整理



【分野－参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考資料：「今後の生活習慣病対策の推進について（中間とりまとめ）」（厚生労働省） 

 

（１）栄養・食生活 
栄養・食生活は、多くの生活習慣病との関連が深く、また、生活の質との

関連も深い分野です。 
町民が良好な食生活の実現を図るため、「食育」等を通し、個人の行動変

容を支援する環境づくりを目指します。 

（２）身体活動・

運動 

身体活動・運動には、生活習慣病の発生を予防する効果があり、健康づく

りの重要な要素です。 
身体活動・運動に対する町民意識を高め、日常的な運動習慣を持つ者の割

合を増加させるとともに、気軽に活動できる環境づくりを目指します。 

（３）休養・こころの

健康づくり 

こころの健康は、生活の質を大きく左右する要素です。 
身体及びこころの健康を保つための三要素は、適度な「運動」、バランス

の取れた「栄養・食生活」、心身の疲労回復と充実した人生を目指す「休

養」とされます。 
町民が、休養・こころの健康づくりに関する知識の学習機会やリフレッシ

ュの機会を得られるような環境づくりを目指します。 

（４）たばこ 

たばこは、がんや循環器病など多くの疾患と関連があるほか、妊娠に関連

した異常の危険因子です。 
国の「健康日本２１」においては、①たばこの健康影響についての十分な

知識の普及、②未成年者の喫煙防止(防煙) 、③受動喫煙の害を排除し、減

少させるための環境づくり（分煙）、④禁煙希望者に対する禁煙支援につ

いて設定されており、これら項目に関する環境づくりを目指します。 

（５）アルコール 

飲酒は、急性アルコール中毒や臓器障害の原因となることがあり、多量な

飲酒等は健康に対し大きな影響を与えるものです。 
国の「健康日本２１」においては、①多量飲酒者の減少、②未成年者の飲

酒防止、③節度ある適度な飲酒についての知識の普及について設定されて

おり、これら項目に関する環境づくりを目指します。 

（６）歯の健康 

歯の健康は、食物の咀嚼のほか、食事や会話を楽しむ等による、生活の質

を確保するための基礎となる重要な要素です。 
生涯にわたり自分の歯を２０歯以上保つことにより、健全な咀嚼能力を維

持し、健やかで楽しい生活をすごそうという「８０２０（ハチマル・ニイ

マル）運動」が推進されており、この実現に向けた歯及び口腔の健康増進

の環境づくりを目指します。 

（７）生活習慣病・

健康管理 

内臓脂肪型肥満、糖尿病、高血圧症、高脂血症の予備群を中心に、メタボ

リックシンドロームの概念を導入した健診・保健指導等のサービスを提供

するなど、生活習慣病予防のための環境づくりを目指します。 

【分野】※ 【取組の方向性】 


